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【はじめに】大きな一軸性磁気異方性を持つ磁性材料は、新たなスピントロニクス材料や永久磁

石材料の候補として魅力的である。結晶を歪ませることで生じる磁気弾性効果や、界面での対称

性の低下に起因した界面磁気異方性が垂直（一軸）磁気異方性を増大させるのに有効である。前

者では例えば正方歪が与えられた場合、磁気弾性定数 B1が、歪量と誘導磁気異方性を結びつける。

薄膜形状の試料において磁気弾性定数を測定するには、歪の大きさを変えた試料を複数用意する

など手間がかかる。そこで、我々は一つの試料に応力を導入することにより歪の大きさを連続的

に変化させながら磁気異方性を測定することで、磁気弾性定数を簡易的に求める方法について検

討を行った。今回は大きな磁気異方性を示すコバルトフェライトを対象として、これに歪を与え

ることで誘導される磁気異方性の変化から磁気弾性定数 B1を求めた。 

 

【実験方法と結果】試料は MgO（001）劈開基板上に反応性 RF マグネト

ロンスパッタリング法により作製した[1]。MgO（001）基板は 200 μm 以

下の厚さに劈開したものを用いた。3D プリンタによって 4 点曲げ装置を

作り、樹脂製ネジを押し込んで 4 点で薄膜試料を曲げることによって応

力を与えた(Fig.1)。押し込み量と基板の厚さから加えた歪の大きさ𝛿𝜀を算

出して、𝛿𝜀に対する一軸磁気異方性の変化𝐾 = 𝐵 1 +
𝑐

𝑐 𝛿𝜀 + 𝐾 か

ら磁気弾性定数を求めた。ここで、𝑐 ,  𝑐 は弾性定数、𝐾 は歪がないと

きの一軸磁気異方性エネルギーである。加えた歪に対する磁気異方性𝐾

の変化を Fig.2 に示す。導出した磁気弾性定数は B1=10±4 J/cm3 であっ

た。エピタキシャル歪によって求められる磁気弾性定数は B1=11 J/cm3で

ほぼ一致した[2]。本手法を用いることで磁気弾性定数を比較的簡単にか

つよい精度で求められることが確認された。 
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